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二
〇
春
闘
の
経
過
と
総
括
案
に
つ

い
て全

港
湾
二
〇
春
闘
で
は
、
港
湾

産
別
闘
争
と
連
動
さ
せ
、
個
別
賃

上
げ
及
び
労
働
条
件
引
き
上
げ
を

目
指
し
、
た
た
か
う
方
針
で
取
り

組
ん
だ
。
し
か
し
、
要
求
提
出
時

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
各
地
で
発
生
し
、
感
染
予
防

対
策
か
ら
団
体
交
渉
も
開
催
で
き

な
い
地
方
が
出
る
な
ど
、
交
渉
自

体
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
た
。
ま

た
、
物
流
産
業
に
与
え
た
影
響
も

あ
り
、
中
国
を
中
心
に
貨
物
の
動

き
が
停
滞
す
る
な
ど
、
賃
上
げ
交

渉
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

各
地
方
支
部
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
か
ら
組
合
員
の
命
を
守
る

た
め
、
感
染
予
防
の
対
策
を
十
分

に
取
り
な
が
ら
、
書
面
回
答
や
交

渉
人
数
を
少
人
数
に
し
ぼ
る
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
の
交
渉
を

積
極
的
に
す
す
め
た
。
交
渉
で
は

我
々
労
働
者
の
要
求
に
こ
た
え
る

た
め
の
原
資
、
す
な

わ
ち
料
金
が
も
ら
え

て
い
な
い
こ
と
も
各

地
で
見
ら
れ
、
残
念

な
が
ら
昨
年
の
妥
結

額
平
均
を
下
回
る
額

で
の
妥
結
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
分
会
も
あ

っ
た
。
二
〇
春
闘

は
、
あ
ら
た
め
て
認

可
料
金
制
度
復
活
の

重
要
性
が
求
め
ら
れ

た
春
闘
で
あ
っ
た
。

認
可
料
金
制
度
復
活

は
港
湾
産
別
労
使
で

の
取
り
組
み
が
必
要

で
、
い
ま
以
上
に
労

使
関
係
の
強
化
を
目

指
し
、
賃
金
引
き
上

げ
、
労
働
条
件
の
引

き
上
げ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
等
々
と
ま
と
め
た
。

夏
季
一
時
金
闘
争
の
経
過
と
総
括

案
に
つ
い
て

二
〇
二
〇
年
夏
季
一
時
金
闘
争

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
世
界
経
済
低
迷
期
に
入

り
、
各
企
業
の
先
行
き
の
見
え
な

い
な
か
、
厳
し
い
た
た
か
い
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
一
時
金
に
実

績
を
反
映
さ
せ
る
と
し
て
、
積
極

的
に
追
い
上
げ
た
地
方
・
支
部
も

あ
り
、
来
年
に
つ
な
げ
ら
れ
る
数

字
と
な
っ
た
。
ま
た
、
金
額
だ
け

で
な
く
、
交
渉
の
場
が
少
人
数
に

限
ら
れ
る
な
ど
、
難
し
か
っ
た
闘

争
だ
と
言
え
る
等
々
と
ま
と
め

た
。

二
〇
一
九
年
度
の
経
過
と
総
括
案

に
つ
い
て

一
九
年
度
の
港
湾
産
別
に
お
け

る
運
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
は
く
お
う
」
の
事
前
協
議
違
反

問
題
で
は
全
国
港
湾
と
沖
縄
港
湾

の
間
で
、
問
題
意
識
に
つ
い
て
多

少
な
り
の
違
い
が
問
題
を
長
引
か

せ
た
原
因
に
あ
る
と
考
え
、
事
前

協
議
の
事
業
者
側
の
代
表
で
あ
る

日
港
協
に
対
峙
す
る
に
は
、
労
働

者
側
が
一
団
と
な
っ
て
臨
む
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
な
い

と
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
日
港
協
と
の
正
常
な
労
使
関

係
が
戻
せ
て
い
な
い
。
正
常
な
労

使
関
係
に
一
刻
も
早
く
戻
し
、
認

可
料
金
制
度
復
活
の
取
り
組
み
を

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
策
課
題
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
取
り

組
み
の
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
全
国
港
湾
は
、
国
交
省
に
は

「
検
疫
強
化
と
感
染
予
防
対
策
」

を
求
め
、
厚
労
省
へ
は
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
事
業
者
と
労
働
者

へ
の
「
補
償
制
度
の
拡
充
」
求
め

た
。
水
際
で
働
き
、
止
め
る
こ
と

の
で
き
な
い
港
湾
物
流
の
安
心
・

安
全
を
目
指
し
、
伝
染
病
対
策
を

確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
等
々
と
ま
と
め
た
。

二
〇
二
〇
年
・
二
一
年
運
動
方
針

案
に
つ
い
て

運
動
の
基
調
に
変
更
は
な
い
。

二
〇
一
八
年
・
一
九
年
度
運
動
方

針
及
び
そ
の
補
強
を
継
承
す
る
。

新
た
な
問
題
と
し
て
、
国
が
石
炭

火
力
発
電
所
の
削
減
や
高
速
道
路

料
金
所
の
完
全
Ｅ
Ｔ
Ｃ
化
を
目
指

す
等
々
に
言
及
し
た
こ
と
を
受

け
、
雇
用
と
職
域
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
態
調
査

な
ど
を
試
み
な
が
ら
、
雇
用
保
障

を
求
め
て
い
く
こ
と
等
を
追
加
す

る
と
し
た
。

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て

は
、
緊
急
事
態
下
で
の
運
動
の
在

り
方
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
、
組
織
部
会
等
で
学
習

会
な
ど
を
検
討
し
、
緊
急
事
態
下

で
の
対
応
、
組
織
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
を
追

加
す
る
と
し
た
。

選
挙
闘
争
も
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
、
全
港
湾
と
政
策
協

定
を
と
っ
た
議
員
、
運
動
方
針
と

一
致
す
る
議
員
を
推
す
旨
を
追
加

す
る
と
し
た
。

国
際
連
帯
も
引
き
続
き
取
り
組

む
と
し
、
昨
年
の
運
動
方
針
の
補

強
で
確
認
し
た
「
中
国
海
員
建
設

工
会
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
朝
鮮

半
島
情
勢
の
変
化
を
見
極
め
な
が

ら
韓
国
民
主
労
総
、
お
よ
び
朝
鮮

職
業
総
同
盟
と
の
交
流
再
開
の
た

め
の
協
議
を
検
討
し
ま
す
」
を
継

承
し
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を

深
め
て
い
く
と
等
々
と
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
案
に
つ
い
て

二
〇
一
八
・
一
九
年
度
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
こ

と
で
提
案
す
る
と
し
た
。

二
〇
一
九
年
度
決
算
、
二
〇
二
〇

年
度
予
算
案
に
つ
い
て

決
算
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
予
算

通
り
の
執
行
と
な
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
会
議
等
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

部
分
も
あ
り
予
算
執
行
で
き
な
い

で
剰
余
金
と
し
て
残
る
金
額
が
発

生
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
部
分
の
金
額
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
た
結
果
、
新
た
に

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
引
当
金
を
創
設

し
一
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
す
る
案

が
確
認
さ
れ
た
。
大
会
で
承
認
さ

れ
れ
ば
、
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
消

耗
品
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
準
備
等
々
に

あ
て
た
い
と
し
た
。
ま
た
、
組
合

費
に
つ
い
て
は
一
、
二
七
〇
円
据

え
置
き
で
の
提
案
が
確
認
さ
れ
た
。

全
港
湾
第
九
一
回
定
期
全
国
大
会

の
運
営
に
つ
い
て

全
港
湾
の
第
九
一
回
定
期
全
国

大
会
は
、
九
月
二
十
四
日
、
二
十

五
日
、
シ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
す

る
。
代
議
員
は
計
八
八
名
で
代
議

員
の
出
席
の
み
で
行
っ
て
い
く
。

議
長
団
は
九
州
地
方
、沖
縄
地
方
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
再
度
、

移
動
制
限
等
が
掛
け
ら
れ
る
緊
急

事
態
と
な
っ
た
場
合
、
全
港
湾
の

定
期
大
会
の
開
催
を
ど
う
す
る
か

の
検
討
も
行
っ
た
。
現
行
の
全
港

湾
規
約
は
大
会
に
代
議
員
が
出
席

す
る
こ
と
が
前
提
に
作
ら
れ
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
緊
急

事
態
は
全
く
の
想
定
外
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
規
約
対
応
を
含
め
て
ど

う
す
べ
き
か
の
検
討
を
行
っ
た
。

案
と
し
て
は
、
非
常
時
の
特
例
措

置
と
し
て
、
郵
便
投
票
の
手
法
を

用
い
て
の
議
決
な
ど
の
検
討
も
お

こ
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に

保
留
と
の
結
論
に
至
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
移
動
制
限
等
が
か
か
り
大

会
が
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
対
応
は
現
時
点
で
は
�
な
し
�

と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
第
九
一
回

定
期
全
国
大
会
に
つ
い
て
は
、
現

行
規
約
に
則
っ
て
準
備
を
進
め
、

万
一
、
定
数
を
満
た
せ
な
い
事
態

と
な
っ
た
場
合
は
、
大
会
開
催
は

そ
の
時
点
で
見
合
わ
せ
と
な
る
。

全
国
港
湾
第
一
三
回
定
期
大
会
に

つ
い
て

全
国
港
湾
第
一
三
回
定
期
大
会

が
九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
日

程
で
シ
ー
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ

る
。
全
国
港
湾
の
大
会
も
代
議
員

の
出
席
の
み
で
行
わ
れ
る
見
込

み
。

（
片
柳
悦
正
）

七
月
十
四
日
、
十
五
日
、
愛
知
県
豊
橋
市
内
に
て
第
八
回
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
極

力
受
け
な
い
よ
う
に
と
大
都
市
圏
を
避
け
豊
橋
市
内
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
会
議
で
は
、
一
九
年
度
の
経
過
と
総
括
案
に
つ
い
て
、
二
〇
・

二
一
年
度
の
運
動
方
針
案
に
つ
い
て
、
第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
等
々
を
検
討
し
た
。
確
認
さ
れ
た
案
は
第
九
一
回
定
期

全
国
大
会
に
て
提
案
さ
れ
る
。

綱
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日日興興ササーービビスス分分会会日日検検直直接接雇雇用用裁裁判判闘闘争争
名名古古屋屋地地裁裁

偽偽装装請請負負をを認認めめるるもも直直接接雇雇用用はは棄棄却却

一
般
社
団
法
人
日
本
貨
物
検
数

協
会
の
指
定
事
業
体
で
あ
る
、
日

興
サ
ー
ビ
ス
分
会
に
お
け
る
直
接

雇
用
裁
判
闘
争
は
、
二
〇
一
五

（
平
成
二
七
年
）
年
十
月
一
日
に

施
行
さ
れ
た
改
正
労
働
者
派
遣
法

に
よ
り
導
入
さ
れ
た
「
労
働
契
約

申
込
み
み
な
し
」
制
度
に
基
づ

き
、
偽
装
請
負
を
行
っ
た（
日
検
）

派
遣
先
事
業
者
に
対
し
て
直
接
雇

用
を
求
め
る
訴
訟
の
一
つ
で
す
。

指
定
事
業
体
で
す
が
、
一
九
九

九
（
平
成
一
一
年
）
年
労
働
者
派

遣
法
改
正
に
よ
り
、
港
湾
業
務
の

う
ち
検
数
業
務
等
に
つ
い
て
は
派

遣
禁
止
対
象
業
務
か
ら
外
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
全
日
検
・
日
検
・
海

事
検
定
・
新
日
検
の
四
協
会
は
、

四
協
会
の
退
職
し
た
検
数
等
の
技

能
者
を
四
協
会
が
自
ら
設
立
し
た

指
定
事
業
体
に
受
け
入
れ
て
、
四

協
会
及
び
指
定
事
業
体
の
労
働
者

を
も
っ
て
検
数
・
検
定
・
鑑
定
業

務
を
行
う
こ
と
を
当
時
の
港
湾
関

係
の
労
働
組
合
と
合
意
し
、
行
政

当
局
に
届
け
、
行
政
当
局
は
、
労

使
合
意
を
受
け
て
、
港
湾
に
お
け

る
検
数
等
の
業
務
に
関
し
、
指
定

事
業
体
を
労
働
者
派
遣
事
業
の
監

視
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
し
た

「
内
か
ん
」
を
各
都
道
府
県
の
職

業
安
定
機
関
に
発
出
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
四
協
会

は
退
職
し
た
技
能
者
以
外
の
若
年

労
働
者
も
指
定
事
業
体
で
採
用

し
、
多
数
の
労
働
者
を
四
協
会
に

派
遣
し
て
、
検
数
等
の
業
務
に
従

事
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
自
社

で
若
年
労
働
者
を
新
規
採
用
す
る

よ
り
も
、
指
定
事
業
体
で
低
い
賃

金
・
労
働
条
件
で
採
用
さ
せ
、
指

定
事
業
体
か
ら
派
遣
さ
せ
る
ほ
う

が
、
労
働
コ
ス
ト
が
安
く
、
検
数

等
の
業
務
に
対
応
さ
せ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
仕

組
み
は
、
定
年
退
職
者
の
受
け
皿

と
し
て
指
定
事
業
体
を
位
置
づ
け

て
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
た
労
使
合
意
や
「
内
か

ん
」
の
趣
旨
に
も
沿
わ
な
い
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、「
専
ら
派
遣
」

に
も
抵
触
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
指
定
事
業
体
問
題
に
対
す

る
運
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

全
港
湾
は
、
日
検
や
日
興
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
、
日
興
サ
ー
ビ
ス
な

ど
指
定
事
業
体
の
若
年
労
働
者
を

日
検
に
て
直
接
雇
用
す
る
よ
う
、

繰
り
返
し
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

た
が
、
日
検
は
、
二
〇
一
五
（
平

成
二
七
年
）
年
こ
ろ
に
な
っ
て
、

日
興
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
指
定
事
業

体
の
労
働
者
を
地
域
限
定
職
員
と

し
て
賃
金
・
労
働
条
件
に
格
差
を

付
け
自
社
で
採
用
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
全
国
港
湾
労
働
組

合
連
合
会
か
ら
、
日
本
港
運
協
会

に
対
し
、
日
興
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

指
定
事
業
体
の
若
年
労
働
者
に
お

け
る
低
賃
金
等
の
劣
悪
な
労
働
条

件
の
ま
ま
で
一
方
的
に
直
接
雇
用

を
す
る
の
で
は
な
く
、
四
協
会
の

職
員
と
同
等
の
労
働
条
件
と
す
る

よ
う
求
め
て
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
七
年
）
年
九
月
二
十
四
日
、
い

っ
た
ん
中
止
さ
せ
た
。

日
検
及
び
日
興
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
興
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
低
賃
金

な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
や
、
長

時
間
労
働
の
是
正
な
ど
を
全
港
湾

が
求
め
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

つ
い
て
は
、
派
遣
先
で
あ
り
、
実

際
に
日
興
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
者
に

対
し
指
揮
、
監
督
を
行
っ
て
い
る

日
検
が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
日
検
に
対
し
て

も
、
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
活
動

を
行
っ
て
き
た
全
港
湾
の
活
動
を

嫌
悪
し
、
全
港
湾
に
対
し
さ
ま
ざ

ま
な
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
検
と
日

興
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
に
は
、
日
興

サ
ー
ビ
ス
が
設
立
さ
れ
て
指
定
事

業
体
と
な
っ
た
二
〇
〇
六
（
平
成

一
八
年
）
年
以
降
、
業
務
委
託
契

約
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

日
興
サ
ー
ビ
ス
か
ら
労
働
者
を
受

け
入
れ
て
い
た
こ
と
（
偽
装
請
負

を
行
っ
て
い
た
こ
と
）
や
、
二
〇

一
六
（
平
成
二
八
年
）
年
一
月
二

十
九
日
に
、
ひ
そ
か
に
労
働
者
派

遣
基
本
契
約
を
締
結
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

日
検
は
、
長
ら
く
、
日
興
サ
ー

ビ
ス
と
の
間
で
、
業
務
委
託
契
約

を
締
結
し
て
、
同
社
か
ら
労
働
者

を
派
遣
さ
せ
、
同
じ
作
業
着
を
着

用
さ
せ
、
指
揮
監
督
を
し
て
、
検

数
業
務
に
従
事
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
、
検
数
業
務
な
ど

の
港
湾
運
送
業
務
は
、
国
土
交
通

大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
い
も
の
と
さ
れ
（
港
湾
運
送
事

業
法
四
条
）、
名
義
貸
し
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
（
同
法
一
四

条
）。
請
負
（
委
託
）
の
形
式
で

検
数
業
務
を
無
許
可
業
者
に
さ
せ

る
こ
と
は
名
義
貸
し
に
ほ
か
な
ら

ず
、
同
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
形
式
だ
け
を
労
働
者
派
遣
に

整
え
た
と
し
て
も
、
派
遣
労
働
者

の
同
意
（
労
働
者
派
遣
法
三
二

条
）
が
な
い
以
上
、
派
遣
労
働
契

約
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

派
遣
先
事
業
者
が
派
遣
労
働
者
を

指
揮
命
令
し
て
使
用
す
る
権
限
は

な
く
、
依
然
と
し
て
、
偽
装
請
負

の
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

す
。
ま
た
、
偽
装
請
負
に
よ
り
使

用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
が
知
ら
な

い
間
に
、
形
式
だ
け
を
派
遣
契
約

に
整
え
て
、
そ
の
後
も
、
労
働
条

件
明
示
書
の
交
付
義
務
（
労
働
者

派
遣
法
三
四
条
一
項
二
号
、
二
六

条
一
項
各
号
）
を
怠
り
、
受
諾
の

意
思
表
示
を
す
る
機
会
を
奪
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
違
法
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
検
が

業
務
委
託
に
よ
り
日
興
サ
ー
ビ
ス

か
ら
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
使
用

し
て
き
た
の
は
、
派
遣
の
期
間
制

限
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
（
二
〇
二
〇
〔
令
和
二
年
〕

年
一
月
十
六
日
に
は
、
原
告
四
名

の
本
人
尋
問
が
な
さ
れ
、
偽
装
請

負
の
実
体
を
立
証
し
ま
し
た
が
、

日
検
は
人
証
申
請
を
せ
ず
、
契
約

書
が
請
負
に
な
っ
て
い
る
と
の
反

論
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
）。

他
方
で
、
日
検
は
、
長
ら
く
、

指
定
事
業
体
の
若
年
労
働
者
を
低

賃
金
等
の
労
働
条
件
で
使
用
し
、

長
時
間
労
働
を
強
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め

に
、
全
港
湾
阪
神
支
部
と
の
間

で
、
日
興
サ
ー
ビ
ス
な
ど
指
定
事

業
体
の
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る

こ
と
を
約
束
し
な
が
ら
、
こ
れ
を

一
方
的
に
反
故
に
し
て
、
団
体
交

渉
に
す
ら
応
じ
な
い
不
当
労
働
行

為
を
行
う
な
ど
、
違
法
に
違
法
を

重
ね
て
き
ま
し
た
（
団
交
拒
否
の

不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
中
央
労
働
委
員
会
で
係
争
中

で
す
）。
日
検
が
違
法
状
態
を
改

め
、
違
法
派
遣
を
是
正
す
る
た
め

に
は
、
全
港
湾
の
組
合
員
ら
を
直

接
雇
用
し
た
上
で
、
そ
の
労
働
条

件
を
改
善
す
る
た
め
に
労
使
協
議

を
行
う
意
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
興
サ
ー
ビ
ス
直
接
雇
用
裁
判

闘
争
は
、
様
々
な
違
法
に
加
え

て
、
偽
装
請
負
・
直
接
雇
用
拒
否

と
い
う
違
法
を
重
ね
る
日
検
の
法

的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
と
い
う
意

義
を
有
し
て
い
ま
す
。
四
方
を
海

で
囲
ま
れ
た
日
本
の
港
湾
産
業
に

お
い
て
、
港
湾
運
送
事
業
の
中
核

的
役
割
を
担
う
公
益
性
の
高
い
日

検
の
よ
う
な
企
業
が
、
改
正
労
働

者
派
遣
法
に
従
わ
ず
、
偽
装
請
負

を
行
い
な
が
ら
直
接
雇
用
を
拒
否

す
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
月
二
十
日
に
言
い
渡
さ
れ
た

判
決
で
は
日
興
サ
ー
ビ
ス
分
会
組

合
員
が
従
事
し
て
い
た
の
は
検
数

業
務
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
と

し
て
、
検
数
業
務
の
補
助
で
あ
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

排
斥
し
、
偽
装
請
負
は
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
直
接
雇
用
は
期
間
制

限
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
日
検
に
法
的
、
社

会
的
、
道
義
的
な
責
任
を
果
た
さ

せ
、
改
正
労
働
者
派
遣
法
の
目
的

で
あ
る
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
確
保
が
図
ら
れ
る
た
め
に
も
、

よ
り
一
層
こ
の
闘
争
に
取
り
組
み

闘
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
名
古
屋
支
部
書
記
長西

脇

敬
）

夏季一時金闘争（終報）
闘争分会妥結額平均では

昨年実績を上回る結果に

速報分会 妥結額平均、480，912円
闘争分会 妥結額平均、475，488円
夏季一時金交渉が概ね妥結となった。第8回中央執行委員会においてこ

れまでの経過を確認し、20夏季一時金闘争としては区切りとすることが確

認された。そして、最終集計をおこなった結果、回答額平均では昨年をや

や下回ったが、全闘争分会の妥結額平均では昨年実績を12，296円上回ると

いう結果になった。最終報告は以下の通り。

7月16日現在、速報分会では、157分会中137分会（87％）に有額回答が

示され、速報分会の回答額平均は474，125円、妥結した分会は131分会で妥

結額平均は480，912円となった。昨年の妥結額実績486，518円を5，606円下

回る結果となった。

全闘争分会では、315分会中252分会（80％）に有額回答が示され、闘争

分会の回答額平均は465，357円（1．60ヶ月）となり、昨年同時期を9，011円

下回った。回答を受けた分会のうち236分会（94％）が妥結し、妥結額平

均は475，488円となった。昨年の妥結実績463，192円を12，296円上回る結果

となった。

職種別でみると、港湾の回答額平均は491，356円（昨年同時期を6，059円

下回った）、トラックの回答額平均は348，163円（昨年同時期を21，897円下

回った）、一般の回答額平均は368，352円（昨年同時期を30，994円下回った）

となった。
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